
第182回例会　10月14日（土）12:00～16:00 
会場：静岡文化芸術大学・大講堂 
■司会：菅野学享　■点鐘：鈴木和行　■天気：晴れ

創立５周年記念事業として、『認知症を知り、地域
をつくる１０ヵ年』キャンペーンの趣旨に賛同し、
『認知症サポーター１００万人キャラバン』を支援
する事業に取り組む皆さんの一人一人のご努力によ
り１０００名を越す申込みが有りました。クラブ会
員全員がサポーターとなりますが、未経験の活動で
あります。介護経験者さんや先輩サポーターさんの
経験談や貴重なアドバイスを聞く機会をつくり、認
知症という病気を正しく理解し、誰が認知症になっ
ても安心して暮らせる地域にするために、私達が出
来る事を考えていきたいと思います。

●次年度、原田会長・長谷川幹事の時に、
青少年交換プログラムの受入れが決定致しました。
又今回次年度に輩出する募集が御座いまして、
知久さんの娘さんが難関を乗越えて正式に決定致し
ました。新世代の加藤委員長と知久さんご夫妻と
ご本人で、明日富士にてガバナーのオリエンテー
ションが開始されます。受入れと輩出を決定して
次年度は大変ですけれども宜しくお願い致します。

●創立５周年記念事業部会
（長谷川博久部会委員）
本日、本当にお忙しい中有難う御
座います。７月１８日から２ヶ月
間で準備してきて、皆さんに行渡
らない事等多々有りましたが、
皆さん一人一人のご協力を宜しく
お願い致します。
「認知症サポーター養成講座」の
進行表・各部会役割・会場等につ
いて説明。
（金子部会委員）
手荷物の説明。
（奥山恵理子部会長）
皆さん今日はどうも有難う御座い
ます。御陰様で感動的な日を迎え
る事が出来ました。記念式典に有
意義な発表出来るように、頑張り
たいと思いますので、宜しくお願
い致します。

●知久武さん
突然急に決まりまして、我々家族
としても慌てている状態です。
皆さんに色々とご迷惑お掛けます
が宜しくお願い致します。
有難う御座いました。

お礼の挨拶する知久さん

今回出席率
92名中69名75%
前々回修正出席率
80名43名53.75％

【顔の意味】
私たちの顔は、似ているようでも
だれ１人として同じ顔というのは
ありません。これこそが１人１人
の個性の現われであり、世界で唯
一、つまり世界一である証拠だと
いうことです。この意味をもっと
深く考えてみることが大切です。
この顔の元になっているのは遺伝
子です。そして、遺伝子とは、能
力や機能が物質化されたものと考
えると、顔が世界一であるように
、それに符号した世界一の能力が
あるということです。それが何か
は自分で探すしかありませんし、
それを探し、それをものにするの
がそれぞれの人生の意味でもあり
ます。
続＞＞　文／山本英夫

●御座いません。

●御座いません。



「認知症サポーター養成講座」

創立５周年記念事業実行委員会・記念事業部会

　創立５周年記念事業として認知症を正しく理解し、地域で支え
あう『認知症サポーター養成講座』が静岡文化芸術大学にて開催
されました。
当日は、日本認知症学会理事の山口晴保群馬大学教授の認知症に
対して理解を深める講演がされ、
第二部では、キャラバンメイトの紹介と地域づくりをテーマに
1,000人規模の「認知症サポーター」が誕生いたしました。
受講者は、オレンヂリングを腕に浜松における誰もが安心して
暮らせる地域づくりの一助となる第一歩を踏み出せました。
今回の記念事業では、パワー浜松RCメンバーひとり一人の力の
結集により、地域社会の支援活動が展開できました。
皆様方の御協力に深く感謝いたします。
記念事業部会


